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序章 はじめに 

0-1 研究背景 

 2000 年の建築基準法改正以降、法制度上建築物の部材に

関する制限が撤廃され、構造性能および耐火性能を満たせ

ば、建築物の用途や規模に関係なく木造による設計が可能

となった。加えて近年では、温室効果ガスの削減や循環型

社会の実現に向けた取り組みが加速しており、木造建築は

その環境戦略の一翼を担うものとして再評価されている。

特に中大規模建築における木造化は、公共建築や民間開発

においても積極的に取り組まれている。こうした状況の中

で、中大規模建築において木材を主要構造材として用いる

ことには、法規的制限、流通部材の安定確保の難しさ、さ

らにはコストなど、複合的な課題が存在している。そのた

め、木造とRCやS造との混構造を採用した建築が現実的な

選択肢として広がりを見せている。 

0-2 研究目的 

 中大規模建築における混構造木造建築を対象とし、

構造材木材使用量に着目することで、木造化のレベル

と木材量の関係を明らかにすることを目的とする。部

分木造建築を、木材使用量という制約条件の下で行わ

れる設計的選択の結果として捉え、構法の違いが木材

の使用部位および使用量にどのような差異をもたらし

ているのかを分析する。本論考では、多くの環境評価

において基礎的な指標となる建材としての木材量に着

目することで、設計実務において「どの程度の木材量

を使用した建築か」という視点から、部分木造建築の

構法的特徴を把握するための枠組みを提示することを

目指す。 
0-3 既往研究と本研究の位置付け 

 本研究に関連した先行研究として主に、構造的安全

性の確保や耐火性能の向上に関する技術的研究を中心

に展開されてきた。とりわけCLTや大断面集成材の導入、

木質系混構造の構造性能に関する実験・評価(1)は、木造

の構造信頼性を裏付ける知見を積み重ねてきた。一方

で、現代木造建築における接合部を対象としたデザイ

ン選択の傾向を明らかにしたもの(2)など、特定部位に着

目し木造建築の枠組みの中で行われた研究(3)が行われて

きた。しかし混構造作品に着目し、木材量との関係に

着目した研究は未だ存在しない。 

第１章 研究対象 

1-1 部分木造建築の定義 

 本論考では、地上階のみを対象とし主要構造部のう

ち柱および梁または、耐震要素の一部に木材を用い

た、三層以上の木構造による空間を持つ混構造建築を

「部分木造建築」と定義する。本論考において、外装

のみの木造化やスラブ型枠にのみ木材を使用した建

築、ペントハウス部については取り扱わない。また、

大断面集成材に鉄骨を内包したハイブリット集成材に

関して本研究では木部材として扱う。 

1-2 主要構造の木造化と木質化の区別 

 木造建築においては、「木造化」と「木質化」を区

別して扱う必要がある。木質化は内装・仕上げとして

木材を用いるため構造的制約は小さい一方、構造的意

味や木材使用量の点で木造化と異なり、構法的特徴を

規定しにくい。したがって本研究は木質化を主眼とす

る建築は対象外とする。 

1-3 木造部の定義 

 本論考では部分木造建築において、主要構造部の木

材による柱もしくは梁から、他の材による柱もしくは

梁までの空間を木造部と定義する。 

第２章 部分木造建築の整理と分析手法 

2-1 分析手法 

 本論考では、1 章にて定義した部分木造建築を研究対

象とし木材使用量と構法との関係を明らかにするため、

事例分析を行う。分析は、部分木造建築の分類、木材

使用量の算定、類型ごとの比較分析、の三段階で構成

される。分類および木材使用量の算定結果をもとに、

類型ごとの傾向を整理し、木材使用量が構法選択や設

計的判断にどのように関係しているのかを比較分析す

ることで、部分木造建築における特徴を明らかにする。 

2-2 分類手法 

 部分木造建築を比較分析するために「ディジョンツ

リー分析」を行う。木造化の手法に基づき、柱梁など

主要構造部における木材利用の仕方を細分化する。分

類によって、木造部の導入範囲・部位・形式の違いが

木材使用量や空間構成に与える影響を比較可能にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 木材使用量の抽出 

 各事例について、構造部材のみを抽出し簡略化した

3D モデルを作成し、構造部材の部材寸法を記入した部

材表の作成を行った。本論考では、この表を用いて部

分木造建築の木部材体積を求め、計測木材使用量とし

て扱う。この際、木部材の荷重支持部分のみ体積を求

め、金物、燃止まり・燃え代層については体積を考慮

しない。また、木質ハイブリット材については柱梁の

体積から鉄骨の体積を除いたものを求め扱う。 

2-4 木材使用量による数量的分析 

各事例について構造材の木材体積を算定し、延べ床面

積あたりの木材使用量（R₁）m³/㎡および木造部の延べ

床面積あたりの木材使用量（R₂）m³/㎡を指標として比

較する。これにより、異なる構法・規模・用途の事例

を定量的に評価し、木材使用の傾向を明らかにする。 

 

 

 

 
図.2 計算式 

図.1 ディジョンツリー分析による分類



 

2-5 参考値 

 在来木造住宅における木材使用量は平均 0.20m³/㎡(6)

とされている。 

第３章 事例研究 

3-1 研究範囲 

 本研究では 2000 年以降に竣工したものを調査対象と

し、以下の範囲に限定して収集している。「中大規模

木造建築ポータルサイト」に掲載された作品全307件、

国土交通省による『サステナブル建築物等先導事業

（木造先導型）』に採択・掲載された作品全105件。こ

の全体の調査枠組みから、第1章で定義した「部分木造

建築」に該当する事例全 27件を抽出した。 

3-2 研究対象 

 対象事例として抽出した対象は合計 27 件である。用

途はオフィス、教育施設、商業施設、宿泊施設など多

岐にわたり、都市部を中心に全国的に分布している。

各事例については、建築概要（用途・規模・構造）、

木材使用部位、木材堆積量（m³）、および延床面積当

たりの木材使用量（m³/m2）を整理した。詳細データは

付録に示し、本章では全体的傾向を把握する。 

3-3 部分木造建築の木材使用率 

 部分木造建築の単位延床面積あたりの木材使用量

R1(m³/m2)は、その半数程度が 0.05-0.10(m³/m2)集中し

ている。これは在来木造住宅の半分程度の値となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 構法分類に基づく分析  

 次に木造化の手法に基づく構法分類を用い、木造部

の延床面積あたりの木材使用量 R2(m³/㎡)を指標として

部分木造建築の木材使用量の特徴を分析する。構法分

類別に比較した結果、分類間で木材使用率の水準差が

確認された。特に鉛直部材型など特定部材のみに木材

を使用する場合は R2 が低い領域に集中し、ばらつきも

小さい傾向を示した。一方、純木造部型、部分木造部

型など特定の空間が木造化される場合は分布幅が大き

く、R2 の値に幅がみられ、木造部において単位延床面

積あたり木材使用率を操作しやすいことがわかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4章 分析 

4-1 分析の目的  

 第 3章で得られた構法分類別の分析結果を踏まえ、本

章では延床面積当たりの木材使用量（m³/m2）と建築条

件との関係に着目する。構法の違いとは別に、建築の

要素が木材使用率にどのような影響を与えているかを

明らかにすることを目的とする。本章では、木造部以

外の構造要素のうち主となる構造を一つ選定して「ベ

ース構造」として扱う。 

4-2 建築要素と木造率 

 延床面積当たりの木材使用量（m³/m2）を指標として、

木造率、用途、階数、延床面積、ベース構造、木造部

配置形態、部材構成といった建築条件との関係を整理

した。 

第 5章 再分類 

5-1 木材使用率に着目した再分類 

 第 4 章で整理した R1 と建築条件との関係を踏まえ、

部分木造建築を木材使用率の水準から横断的に整理す

ることを目的とする。R1 の値を段階的に区分し、各水

準における数量的特徴と建築的特徴を整理する。これ

により、部分木造建築における木材使用量の特徴を

「木材使用率の水準」という観点から把握する。 

5-2 区分け手法 

 延床面積あたりの木材使用量 R1（m³/m2）について在

来木造住宅における平均木材使用量である 0.20m³/㎡(6)

を基準として、対象事例を三段階に区分する。区分は、

0≤R1<0.05を「低水準」、0.05≤R1<0.10を「中水準」、

0.10≤R1 を「高水準」とする。各水準について事例数お

よび R₂の分布を整理し、木材使用率の差を段階的に捉

えるための基準として設定する。 

5-3 区分別特徴 

 各水準の特徴把握に向け、第 4章で扱った建築条件に

ついて水準別に分布を比較し、頻出傾向を整理した。

その結果、建築面積、階数、延床面積、木造部延床面

積などの建築の規模に関わる項目では R1（m³/㎡）の分

散が大きく直接的な関わりは考えにくい。一方、用途、

ベース構造、木造部配置等の構成など、形態に関わる

項目では偏りが確認された。以上より、R1 の水準差は

建築規模よりも、建築の構成・形態に関わる要素と対

応して現れる傾向が示された。 

終章 終わりに 

 本研究は、中大規模建築における柱・梁の部分木造

化に着目し、構法分類および延床面積あたりの木材使

用量 R1（m³/㎡）を用いて、部分木造建築の木材使用の

特徴を整理した。用途や木造部延床面積、木造部の取

り方や部材構成により面積当たりの木材使用量が変動

し得ることが示唆された。今後の研究として、本研究

では扱わなかった純木造建築や、柱・梁における燃え

代設計が木材使用量に与える影響についても明らかに

することが望まれる。あわせて本研究が、中大規模木

造建築における木材使用量の特徴とその現れ方を整理

する一助となれば幸いである。 
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図.4 木造化手法別箱ひげ図 


